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有形民俗文化財

■慈雲山観音寺の

　庚申塔　 西早稲田1―7―1

　寺の境内に立つ

庚申塔で、寛文4年

(1664年)の建立で

す。地蔵菩薩像の向

かって右側に、庚申

の文字が刻まれて

います。

有形民俗文化財

■下落合2丁目の

庚申塔　 下落合2―8―2

　氷川神社前の路傍

に立つ庚申塔で、文

化13年 (1816年 )の

建立です。側面に「左

ぞうしがや道」「右ば

ば下道」と刻まれて

おり、道しるべでも

あったことが分かり

ます。

有形文化財（工芸品）

■西應寺の梵鐘 　須賀町11―4

　正徳2年（1712年）に鋳造された銅造の梵鐘(釣

鐘)で、江戸前期の鋳物師・小沼長政の作品です。

銘文からは、この鐘が造られた経緯や670名に及

ぶ寄進者の名前が分かります。

有形民俗文化財

■全龍寺の庚申塔
大久保1―16―15

　寺の門前に立つ庚申塔で、寛文12

年(1672年)の建立です。阿弥陀如

来像の向かって右側には庚申の文

字が、台座には庚申塔のシンボルで

ある三猿が刻まれています。

地域の歴史や文化を未来につなげよう

新新たたなな文文化化財財1100件件がが決決定定

指定文化財（3件）

　新宿区文化財保護条例に基づき、区内の文化財の保

護と活用を推進しています。新たに決定した指定文化

財3件、登録文化財7件を紹介します。

【問合せ】文化観光課文化資源係(本庁舎1階）（5273）

3563・（3209）1500へ。

有形民俗文化財

■中井御霊神社の狛犬
中井2―29―16

　神社の拝殿前にある

一対の狛犬で、現存す

る区内最古の狛犬で

す。正徳5年（1715年）

に下落合村の氏子によ

り奉納されました。

ウ
ィ
ズ
新
宿

119号
（

26年

10月
発
行
）

有形文化財（建造物）

■亮朝院 本堂

■亮朝院 七面堂　 西早稲田3―16―24

　本堂は嘉永3年（1850年）、七面堂は天保5年（1834年）

の建築で、区内では数少ない江戸時代の建物です。亮朝

院は江戸初期に身延山久遠寺から七面明神像を授かり、

戸山に七面堂を建立して祀ったのが起源と伝えられて

います。


亮
朝
院
本
堂


亮
朝
院
七
面
堂

有形文化財（歴史資料）

■木造 七面明神半跏像・宮殿

■木造 妙見菩薩立像・宮殿

■木造 諏訪大明神坐像・宮殿
西早稲田3―16―24、亮朝院内

登録文化財（7件）
　区内の文化財のうち保存する必要があるものを、登録文化財として保護･活用して

います。今回の登録で、区の登録文化財は48件となります。

　亮朝院七面堂の本尊である七面明神像（江戸前期～中期）と、後に七面

堂に安置された妙見菩薩像（嘉永5年（1852年）ごろ）、諏訪大明神像（文

政11年（1828年）ごろ）の3体の彫刻で、それぞれ宮殿（くうでん）に収め

られています。像は美しい彩色が残り、宮殿は建造物として優れたもの

です。江戸時代の人々の信仰の様子が分かる文化財です（通常は非公開）。
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名誉

区民

小平邦彦さん

男女共同参画情報誌

ウィズ新宿 編集委員を募集

庚申（こうしん）塔…

江戸時代に流行っ

た、60日に1度の庚

申（かのえさる）の日

に徹夜して、長寿を

祈願する民間信仰に

基づくもの。この祈

願を3年続けた記念

に建立される石碑

　
新
宿
区
名
誉
区
民
で
世
界
的
な
数

学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
故
小
平
邦
彦

さ
ん
（

1
9
1
5年

～

1
9
9
7年

）

は

1
9
5
4年

、
数
学
者
に
と
っ
て
最

高
の
栄
誉
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
小
平
さ
ん

の
生
誕

100年
に
あ
た
り
ま
す
。

小
平
さ
ん
の
数
々
の
偉
業
を
顕
彰

す
る
た
め
、
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
生
涯
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示

も
あ
り
ま
す
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。


講
演
会「
小
平
邦
彦
先
生
の
数
学
」

【
日
時
】

3月

20日

午
後

4時
～

5時

【
講
師
】
上
野
健
爾
（
京
都
大
学
名
誉
教

授
）

※
講
演
会
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。


パ
ネ
ル
展
示「
小
平
邦
彦
先
生
の
生
涯

　
～
小
平
先
生
と
そ
の
友
人
た
ち
」

【
日
時
】

3月

20日

午
後

1時
～

5

時
、

21日

・

22日

・

23日

午
前

10時

～
午
後

5時
、

24日

午
前

10時
～

12時

…
…
…〈
以
下
共
通
〉…
…
…

【
会
場
】明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー（
千
代
田
区
）

【
主
催
・
問
合
せ
】日
本
数
学
会

（

3
8

3
5）

3
4
8
3へ

。同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（

h
ttp
://
m
a
th
so
c
.jp
/
）
で
も

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
編
集
講
座
で
基
礎
を
学
び
、

プ
ロ
の
編
集
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
区
と
協
働
で

情
報
誌
を
作
成
し
ま
す
。

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の

18歳
以
上
で
、編
集
講
座
・

編
集
会
議
に
毎
回
出
席
で
き

る
方
、

7名
程
度
（
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
）。
託
児
が
あ
り
ま

す（
1歳

6か
月
以
上
）。

【
任
期
】

4月

28日

～

28年

3月

31日


【
内
容
】
男
女
共
同
参
画
の
基

本
的
な
知
識
と
視
点
、
情
報
誌

の
役
割
や
企
画
の
立
て
方
、
取

材
方
法
、
読
み
や
す
い
文
章
の

書
き
方
等
を
学
ん
だ
後
、
編
集

に
参
加
（
講
師
は
二
宮
明
子
・

㈱
草
文
社
）


編
集
講
座
…
▼

5月

9日


午
前

10時
～

12時
、▼

16日

午

前

10時
～
午
後

3時
、▼

23日


午
前

10時
～

12時
、全

3回


編
集
会
議
／
▼

121号
…

6月

6日
・

20日
、

7月

4日
・

18日
、

8月

8日
、

9月

5日
、
▼

122

号
…

10月

17日
、

11月

14日
・

28日
、

12月

12日
、

28年

1月

9

日
・

16日
の
土
曜
日
午
前

9時

30分
～

12時
、
各
号

6回
（
日
程

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。取
材
に
か
か
る
交
通
費
等

は
各
自
負
担

【
会
場
・
申
込
み
】所
定
の
申
込
書

を
、

4月

11日
（
消
印
有
効
）ま

で
に
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー（
ウ
ィ
ズ
新
宿
、〒

1
6
0・

0
0
0
7荒

木
町

16）
（

3
3
4

1）

0
8
0
1・

（

3
3
4
1）

0
7
4
0へ

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

選
考
の
上
、
結
果
を

4月

27日


ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
・
特
別
出

張
所
・
地
域
セ
ン
タ
ー
・
区
立
図

書
館
等
で
配
布
。新
宿
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

　区内の文化財のうち特に重要なものを、指定文化財として保護・活用しています。今回

の指定で、区の指定文化財は115件となります。
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